豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成２９年７月号

雨に濡れた、きれいなあじさいを見てない。

雨が少ない。梅雨明けの大雨は困る。濁流は避けたい。今月も、連携室便りをお届けします。
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臨床検討会のお知らせ

日時；平成２９年７月１１日（火）　午後６時

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

内容：講演１「SGLT2阻害薬の使用経験」

豊栄病院　小林真

講演２「DNAR指示の倫理的論点」

豊栄病院　柄澤良

共催：豊栄病院、
アステラス製薬株式会社、MSD株式会社
今回もDNAR指示について、さらに理解を深めていこうと企画しています。是非多くの方の参加をお待ちしています。軽食の準備のため参加希望の方は天木まで連絡をお願いいたします。
●新しい研修医の先生が来ます。

はじめまして。7月から豊栄病院で働かせていただく、臨床研修医2年目の石井結唯と申します。簡単な自己紹介ですが、出身は新潟市で大学は秋田大学出身です。学生時代は軟式テニス部に所属していました。食べ物やお酒がおいしくて自然も豊かな新潟が大好きで、去年6年ぶりに新潟に戻ってきました。趣味は体を動かすこととおいしいものを食べることです。豊栄に来るのは初めてで土地勘もなくわからないことばかりですが、豊栄のみなさんと同じ気候、空気、景色を共有しながら楽しく生活していきたいと思っています。
まだまだ未熟ですが、豊栄病院での研修で、できる限り多くのことを経験し勉強し吸収したいと思っています。初めのうちは慣れないことも多いと思いますが、先生方やコメディカルの方々とも連携して少しでも豊栄の医療に貢献できるよう毎日元気に精一杯頑張りたいと思います。これからよろしくお願いします（石井結唯）。
●One of the Suggestive Cases (OSC；おすし)
今月はお休みで、菊ちゃんの海外遠征記です。
2017年6月3日～6日にスペインのマドリードで開催された欧州腎透析移植学会（ERA-EDTA）に参加しました。今回は、血液透析中の赤血球容積の減少に着目し、透析中のリン代謝と関連付けて考察した研究を発表してきました。街中をぶらぶらしてみましたが、道が複雑で何回も迷ってしまい、まさに徘徊状態でした。今回最もよく分かったのは、意外にも日本人の勤勉さでした。入国審査、スーパーのレジや美術館のチケット売り場など至る所で、長蛇の列に並びました。列の進みがとっても遅い！　近づくと、係の人同士が手を休めてのおしゃべり。行列の理由はこれでした。実際入国審査は、「ジャパン？」「イェス」だけ。そういうお国柄なのですね。写真は「ソル広場」にあるマドリードのシンボル「クマとヤマモモ」像です。ピクニックでクマに襲われた親子、子供がヤマモモによじ登って叫んだ「母さん、逃げて（Madre　huid）」がマドリードという地名の由来なのだそうです。
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編集：菊ちゃんがいなくてSBSKT。副院長柄澤良
豊栄病院　患者総合支援センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

